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百戦錬磨！鎌先生のサイト！

☆新コーナーをご紹介いたします。
《よろこびの講演会in東京第一教区》
http://homepage2.nifty.com/6789/kousyu.html

与える生活から世界平和へ
http://www57.tok2.com/home/zao/dainihon.01.ht
ml大日本史復刻版
日本一古い歴史書ダウンロード

http://homepage2.nifty.com/6789/kyo.01.

html父親教室
お父さんがんばって！ 愛国心は、郷土愛は地域を美化する事から！！！

地域清掃を始めませんか！

生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境対策部発行
最新のニュースで稲の遺伝
子に、大麦の遺伝子を組込
む事により、膨大な収穫量
を得る事が可能だそうです
。今遺伝子組込み技術が生
体にどの様な影響が有るか
問題なっていますが、食料
事情も世界的な課題。どう
なるのでしょうか。　　　
相愛会環境対策編集部 平成18年10月28日発行.第79號

《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/
《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》
《エネ》
「博士。燃料調達
方法の多角化です
って。」
「どれどれ。」
「新日本石油とトヨタがマレーシ
ア国営石油会社と共同で、パーム
油を原料にディーゼル燃料の開発
に取り組むそうです。
パーム油は椰子の実が原料で収
量も安定。
原油の代替品で普及すると、燃
料調達方法の多角化で注目され
そうです。
パーム油はマーガリンの原料
で、世界最大のパーム油生産
国のマレーシアと日本の石油
会社、自動車メーカーが手を組
んで、植物製のバイオ燃料の開
発競争で頑張ってます。」
「そう、頑張って欲しい。」
《環境》
「緑あふれる公園づくりを進め
るため「県民参加植樹祭」が長
久手町地球博記念公園で開催さ
れました。
ソメイヨシノと、此の地域で自生
するコナラ、エゴノキ計２００本
を植林。」
「桜良いですね。聞いただけで
心が和む。」
《環境》
「日航関連の知人から
 情報が届きました。」
「教えて。」
「日航財団ニュース第79号日
航財団「MOTTAINAI」運動の展
開知床＆富士山
レポート2006.10.23.
「MOTTAINAI運動」は、
ご存知、マータイさんが主唱し、
世界中に広まっていますが、

日本では毎日新聞社などが熱心
に推進しています。
この運動の一環で、マガジン
ハウスが、昨年「もったいない
作文」コンクールを開催し、
受賞者には旅行が贈呈されま
した。
日航財団も「エコな旅」という
テーマで旅プランアイデアの提
供に協力しました。
この中から、今般、二組の方が
知床の自然を訪ねる旅に参加し
その様子が、マガジンハウス
WEBに、「もったいない/エコな
旅体験記」、「富士山活動（クリ
ーンアップ）」として報告され
ています。
ぜひご一読ください。
http://book.magazine.co.jp/p
ickup/mottainai3/
JAL FUN NEWS編集事務局　日航
財団ホームページ：
http://www.jal-foundation.or.jp
E-MAIL news.zaidan@jal.com」
《環境》
「環境でもこんなニュースも入
ってます。」
「地域や企業による子育て応援
団「北海道すきやき隊」の結成

式が札幌市道厚生年金会館であ
りました。
「子供を安心して生み育て、成
長をしっかりと支えることがで
きる魅力あふれる北海道の実現に
向け、幅広い分野が連携、協働し
少子化対策に努める」と宣言。
すきやき隊は、世代間や地域の
横のつながりを強め、社会全体
で子供をはぐくむ環境を整えま
しょうと、全道で組織化「せわ
ずき・せわやき隊」の略称。
４２市町村で結成された組織が

加わり開催されました。」
「ああ、いいなあ。儂の新婚時
代にも有ったら良かった。」
《環境》
イネ科の植物が、成長に不可欠
な鉄分を土壌から吸収する時に
分泌する「ムギネ酸」の合成遺
伝子を、東京大大学院農学生命
科西澤直子教授らが特定。
イネはこの遺伝子
の働きが弱く、
アルカリ土壌では
育ち難いそうです、
オオムギの遺伝子
を組み大幅な収量
増が期待できるそうです。
アルカリ性土壌は世界的に中
東や豪州、地中海沿岸など、
全陸地の２５～３０％を占め
るそうです。
「世界の半数が主食の米の増
産は重要だ。砂漠化防止やバ
イオマスエネルギーとしても
役立つ」と話されたそうです。
同研究科で石灰質のアルカリ性
土壌で栽培したところ、収量は
同じ条件で栽培した普通のイネ
の４倍だったそうです。
《エネ》
「ロシアの天然資源相は27日記
者会見し、サハリン（樺太）沖
の石油・天然ガス開発事業「サ
ハリン2」は、現時点で第2段階
の事業化調査の承認を取り消す
予定は無い事を言明したそうで
す。また「事業停止にならない
よう努力する」語り、事業主体
サハリンエナジー社と環境問題
解決に向け協議を進める考えを
示した。」

明るく　楽しく　力強く
相愛会東京第一教区

http://souaikai-tokyo1.cocolog-nifty.com/sni/


